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INFLUENCE OF CO₂ FIXING ADMIXTURE AND RELATIVE
HUMIDITY ON CARBONATION OF CEMENT MIXED WITH LARGE
AMOUNT OF BLAST FURNACE SLAG
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Keywords: BFS高含有セメント、CO₂固定型混和材、γ-C₂S、CO₂固定量
 
高炉スラグ微粉末（ BFS）を多量に混合したセメントの利用を拡大することで，セメント製造時の CO₂の排出量
を大幅に削減できる。さらに， CO₂と積極的に反応して組織を緻密化する CO₂固定型混和材を BFS高含有セメン
トに混合することで， CO₂固定量の増大や強度増進が望めると考えた。そこで本研究では， BFS高含有セメント
ペーストの炭酸化挙動に及ぼす CO₂固定型混和材および相対湿度の影響を検討した。 BFSを多量に混合したセメ
ントペースト中の水和物や鉱物の炭酸化による反応率は，相対湿度が増加するほど高くなる傾向を示した。ま
た， CO₂固定型混和材を混合することで， CO₂固定量が増加した。


